優れた免疫抑制能を有する制御性T細胞が、大腸炎病巣から所属リンパ節へ遊走する by Nakanishi, Yasutaka
Title
Regulatory T cells with superior immunosuppressive capacity


















Type Thesis or Dissertation
TextversionETD
Kyoto University
京都大学 博士（医学） 氏 名 中 西 保 貴 
論文題目 
Regulatory T cells with superior immunosuppressive capacity emigrate 














リンパ組織が GFP で標識された Prox1-GFP マウスでは、近位結腸の輸入リン
パ管は数珠状の腸間膜リンパ節の回盲部側(distal part of mesenteric lymph 
node; dMLN)にのみ合流する事、近位結腸光照射後 24時間時点で KikR CD103+ 
樹状細胞が dMLN のみで検出された事より、dMLN が近位結腸の DLN と判断
した。近位結腸から移動する T細胞は、全身のリンパ組織で観察されたが、dMLN
に多く集積した。T 細胞の腸管からの脱出に関わる S1PR1 のアンタゴニスト
FTY720を投与すると、光照射 24時間後の結腸内 KikR T細胞が増加し、dMLN
の KikR T細胞の割合が低下する事より、T細胞の大腸からの脱出が抑制される





腸炎にて誘導される CD25 高発現の CD25++ Treg では、高い細胞増殖能と、
CD103、ICOS、LAG3、CTLA-4の発現増加を認めた。KikGRマウスに大腸炎
を惹起すると、大腸光照射後 24時間での Tregの KikRの割合が、定常状態と比
較し低下を認め、Treg の大腸から dMLN への選択的な移動は亢進した。他の
effector T細胞では有意な変化を認めず、Treg特異的な細胞移動であり、CD25++ 
Tregではより顕著な傾向であった。 
さらに dMLNでは、大腸から dMLNへ移動したKikR Tregは、それまでに dMLN
に存在していた KikG Tregと比べ、CTLA-4発現、PMA/ionomycin刺激下での、































なお、本学位授与申請者は、平成 30年 10月 3日実施の論文内容とそれに関連
した試問を受け、合格と認められたものである。 
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